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図1. チフス・ワクチン静注後の白血球数
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血球数の顕著な変動は，その反覆投与によって反応 I/mm
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様相が著しく変り，特lζ発熱を中心とした研究より
耐性という名称が使用されるに至った。しかしなが
ら耐性といっても反応が全く消失するというのでは
なく，特にその時間的経過が短縮されるに過ぎない
とみるべきであり， ζの点よりむしろ変調と称さる
べきであろうととは福田教授はより指摘され，竹居
著者等は白血球変動lζ記載された。ここ1ζの論文(1)
K関する初期変化を初回投与及び反覆投与後に於て
時間的K細かく比較検討した。乙の種の観察は弘前
大・村上∞によってもなされているが，イヌを対象
ト 
12. 	 24 0 1 3 5 10 24 
Hours 
図 2. チフス・ワクチン静注後の白血球
数の初期変動 
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として行われ， ζれはウサギと異り反覆投与の影響
が顕著でない。よってそれが最も顕著にみられるウ 10000ト' 
サギについて行った。 
II 実験方法
耳静脈採血並びに白血球算定は型の如く行い，特 
lと反覆切創による影響を除けるべく耳根より耳先に
向け採血個所を移動させた。
ワクチン(チフス・パラチフス混合)反覆投与は 
0.1cc/kg静注を毎日長期に繰返すかわりに， 漸増
日6とcc/kg.40.4，0，0.2，0.2，0.1，0.1法により 
間で完了せしめた。血液染色は Field染色法を用
い， 200個を算定して百分比を求めた。
III 実験成績
正常並びに所調ワクチン耐性ウサギにおけるワク
チン投与後の白血球数変動の大勢は，図 1ζ示す如
くであり，当教室よりの諸報告(3)(4)(5)と全く同様で
ある。そこで初期変動を細かく観察するに，図 21乙
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みる如き成績がえられた。白血球減少時ι偽好酸球
(好中球相当〉は極めて急速に招来される ζ と正常
並びに耐性時全く同様であり，ただ耐性時lζはその
減少度やや軽減し，且つ既に 30分後には反転増加
の経過をとる。この事柄は副腎摘除ウサギについて
も同様であり，ただこの際は前値を趣えて増加する
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乙とがない。耐性ウサギK短時間ながらもみられる
白血球増多は，やはり副腎の存在下に於てのみ観察 V 結 論
される〈福田・松本(3)(4)参照)。初期のリンパ球減 ウサギにチフス・ワクチンを反覆静脈内投与する
少はゆるやかに起り，その様相は耐性時lζ於ても変 も，特有な白血球数変動(初期の減少，後期の増多)
りない。 は質的には変化なく，唯Tご時間的にその経過が著し
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く短縮する。乙れ等変調は頼粒性白血球のみにみら
察
れ，且つその増多期の出現には副腎の存在を要す
序言l乙述べた村上ωはイヌに於て同様チフス・ワ る。
クチン反覆投与の影響を観察し，連日注射では注射
を繰返すごとに白血球数の増加が幾分早期lζ叉幾分 終りにあたり御指導御校閲を賜わった恩師福
強く起る傾向があるという。白血球数の変動は主と 田篤郎教授に深く感謝致します。
して頼粒性白血球のそれに基き， リンパ球数も同様
究 献
減少増加の変動をとるも頼粒性白血球のそれに幾分
遅れ，反覆投与後lζは減少期のみで、その増加の期は 1) 竹居光典: 細菌性 Endotoxin長期投与によ
みられなくなるという。何れにして白血球変動の様 る生体の変調;日生理誌， 22，499，1960. 
相が，反覆投与Kよってウサギ程の変動を来きない 2) 村上愛ー: 腸チフスワクチン連日注射による
ことは特筆すべきことであり，両種動物のワクチン 白血球数の変動;弘前医1学， 3，93，1952. 
反覆投与に対する反応性が相異することは，所謂耐 3) Fukuda，T. & Matsumoto，0.: Endoge-
性発現機序の考察l乙有利な手掛りを与えるであろ nous factors困 conserning the febrile and 
フ。 the leucocytotic response to bacterial endo-
ウサギl乙於ける初期の頼粒性白血球数の急速な減 toxin in relation to the adrenal cortex; 
少は所謂耐性時にも存続し，多少軽減するも消失す Jap. J. Physiol. 9，274，1959. 

ることがない ζとは，同反応が非特異性なものであ の 松本修: チフスワクチンによる白血球増多

り，且つ分布性活動とみなさるべきととを教える。 反応と副腎皮質; 日生理誌， 21，825，1959. 

ワクチンの如き特有な発熱並びに白血球数の変動を 5) 宮坂厚:非細菌性発熱物質による白血球増 

示さない馬血清 (2cc/頭)の静注にも ζの現象のみ 多機序と副腎の関係; 千葉陸会誌， 36，854， 

はみられる。耐性に関連してみられる現象はそれに 1960. 

続発する事柄である。
 
